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血清アディポカイン濃度は骨粗霧症の予測因

子となるか？

○藤佃優子，渡辺幸肘，牧　憲司

（九歯大・小児歯，珊海大・歯・口腔小児）

【目的】食生活の欧米化による我が国の肥満

人口は増加傾向にあり、現在10代前半の子ど

もの10人に1人は肥満である。小児肥満は動

脈硬化やII型糖尿病の発症因子となるため重

大な社会問題となっているが、肥満と骨の関

係については未だ明らかにされていない。そ

こで本研究では、高脂肪食摂取が骨量に及ぼ

す影響と血清中のアディポカイン濃度と骨量

との関連性について検討を行った。

【方法】生後7週齢のオスマウスを標準食摂

取（Cont）群と高脂肪食摂取（DIO）群の2群に

分け、それぞれ4週（11週齢）、8週（15週

齢）、12週（19週齢）間飼育した。実験終了

後、①体重、骨長測定、②血清生化学検査、

③血清レプチン、アディポネクチン濃度測定、

④pQCTによる骨量、骨強度測定、⑤IIE染色標

本による脂肪細胞の観察および組織形態計測

を行った。

【結果】DIO群は著明な体重増加と骨強度の低

下を認めたが、骨の長軸方向の成長はCont群

と比べて有意差を認めなかった。またDIO群の

海綿骨では高脂肪食摂取後早期に脂肪細胞の

浸潤の増加と骨量減少を認め、その後皮質骨

密度が低下した。血清レプチン濃度はDIO群が

有意に高値を認め、海綿骨密度と負の相関関

係を示した。一方、DIO群における血清アディ

ポネクチン濃度と骨量の間に相関関係は認め

られなかった。しかしCont群では正の相関関

係が認められた。

【考察】肥満による骨粗霧症は海綿骨の減少

から始まり、その後皮質骨が減少することが

明らかとなった。このことから両者における

骨量減少の機序が異なることが示唆された。

また、血清レプチン濃度は小児肥満における

骨粗霧症の予測因子としてより有効であるこ

とが示唆された。
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マウスiPS細胞の骨芽細胞分化における神経

　　ペプチドレセプターの発現について

○長尾怜美、中川綾子、竹内靖博、森川和政、

　　　　　　　　牧憲司

　　九州歯科大学　機能育成制御学講座

　　　　　口腔機能発達学分野

【目的】人工多能性幹細胞iPS細胞は、各種

の細胞へ分化することができる万能細胞であ

り、特定の液性因子を加える事によって目的

の細胞へと分化しうる。マウスiPS細胞から

胚様体形成を経ての骨芽細胞に分化させる場

合、液性因子であるレチノイン酸・TGF一βを

添加すると骨芽細胞分化効率の上昇が認めら

れる。一方、最近の研究で骨芽細胞分化は神

経性の調節を受ける事が明らかになってきた。

今回、我々はips細胞からの骨芽細胞分化

段階における神経系の関与を調べるために神

経ペプチドレセプターの一つであるアドレナ

リン受容体（α　1－AR，　a　2－AR，β一AR）の発現に

ついて調べた。【方法】マウスフイーダー細胞

（SL10）上に播種したマウスiPS細胞は、胚

様体分化メディウムで3日間培養し胚様体を

形成した。浮遊状態である胚様体に液性因子

であるレチノイン酸を添加後2日間培養し、

さらにTGF・βを加え2日間培養iした。対照

群には胚様体分化メディウムのみで分化させ

たものと、TGFβのみ添加したものを用い、

それぞれの細胞からRNA抽出、　RT・PCRを

行い、発現するレセプターの違いを半定量的

に解析した。【結果】胚様体形成7日目にお

いてα1－ARの発現は3群ともに発現した。

しかし、α1－ARは液性因子を添加した2群

において高かった。β・ARについては3群と

も発現し、発現の強さは同等であった。α

2・ARについては3群とも発現が認められな

かった。【考察】今回の実験において、胚葉体

形成より7日目、つまり骨芽細胞分化の初期

段階でα1－AR、β・ARの発現することが明ら

かとなった。α1・ARにおいては液性因子を

添加した群において強く発現したことより、

液性因子の添加により骨芽細胞の分化がより

進行している可能性が示唆された。
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